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性の感覚（ a sense of ego identity）とは，内的な不変性と連続性を維持する
各個人の能力が他者に対する自己の意味の不変性と連続性とに合致する経験
から生まれた自信のことである。それぞれの主要な危機の終りにこのように
















  以上のように，Erikson はアイデンティティの形成と確立を青年期から始
まる発達課題としている。その一方で，我が国では多くの研究者から青年期
の遷延化が指摘されてきた。例えば，以下のような指摘がある。  















































 情動知能（ emotional intelligence）とは，知能をより包括的に多面的に捉
えようとする研究から提唱された概念であり，知能全体の中の情動的な側面
を捉えるものとして注目されている。  
















う に 対 自 己 （ intrapersonal intelligence ） と 対 他 者 （ interpersonal 
intelligence）という 2 つの能力が使用されてきた。  
さらに，内山ら（ 2001）は，情動知能の概念には自分や他者との関係だけ
ではなく状況に対応するための能力が含まれているとしており，自己と対人

































































第３章  方法  
 
１．調査対象者  
  大阪府下の四年制大学の学生に調査を実施した。回答が得られた 296 名の
うち，もれなく回答した 203 名（男性 59 名，女性 144 名，平均年齢 20.29
歳，SD＝ 1.14）のデータを分析対象とした。有効回答率は 68.6％であった。  
 
２．調査時期  








































域と対応因子が持つ意味については，表 1 に示した。本尺度は 65 の質問項
目から構成されている。回答は 5 件法で求め，各項目への回答に対して 0～ 4
点が与えられる。  
 
表 1 情動知能の対象領域と対応因子  











































































た。結果，「アイデンティティの確立」が平均 2.63 点，SD＝ 0.51 であり，「ア










平均値 SD 平均値 SD
アイデンティティの確立 2.68 0.49 2.07 0.44 -4.84 ***
アイデンティティの基礎 2.18 0.50 1.69 0.47 -3.81 ***
居場所のあるもの(N=187) 居場所のないもの(N=16)
t 値























4 と 5 に示す。表から分かるように「成長できる居場所」で 0.1％水準の有
意差がみられ，「受容される居場所」「 1 人になれる居場所」で 1％水準の有
意差がみられた。  
 
表 3 居場所としているところ（N=187）  
居場所   最も重要な居場所  
（複数回答可）   （１つだけ）  
1．友人                143（ 76.4）       30（ 16.0）  
2．家族                               137（ 73.3）       43（ 23.0）  
3．自分の部屋                         124（ 66.3）       20（ 10.7）  
4．家（家族と自分の部屋以外）          62（ 33.2）        3（  1.6）  
5．学校                                62（ 33.1）        1（  0.5）  
6．クラブ・サークルなどの団体          49（ 26.2）        5（  2.7）  
7．恋人                 44（ 23.5）       11（  5.9）  
8．バイト先                            32（ 17.1）        1（  0.5）  
9．自分の部屋以外で 1 人になれるところ  11（  5.8）        1（  0.5）  
10．その他                               3（  1.6）        1（  0.5）  
11．無回答                        71（ 38.1）  












平均値 SD 平均値 SD
受容される居場所 4.02 0.57 3.58 0.78 2.92 **
1人になれる居場所 3.19 0.84 3.84 0.76 -3.01 **
成長できる居場所 4.04 0.74 3.38 0.91 3.40 ***
安心できる居場所 3.20 0.73 3.28 0.60 -0.42
居場所のあるもの(N=187) 居場所のないもの(N=16)
t 値











  次いで，EQS によって，情動知能を構成する能力や技能を測定した。その



























平均値 SD 平均値 SD
自己対応 2.09 0.70 1.62 0.52 2.65 **
　自己洞察 2.00 0.78 1.48 0.70 2.56 *
　自己動機づけ 2.40 0.83 1.92 0.85 2.25 *
　自己コントロール 1.95 0.78 1.51 0.51 2.21 *
対人対応 2.21 0.68 1.53 0.52 3.91 ***
　共感性 2.67 0.85 2.03 0.80 2.90 **
　愛他心 2.49 0.80 1.82 0.67 3.23 ***
　対人コントロール 1.72 0.75 1.01 0.54 3.71 ***
状況対応 1.76 0.81 1.06 0.59 3.37 ***
　状況洞察 2.00 0.81 1.24 0.62 3.70 ***
　リーダーシップ 1.36 0.97 0.77 0.73 2.35 *
　状況コントロール 1.78 0.95 1.08 0.66 2.89 **
居場所のあるもの(N=187) 居場所のないもの(N=16)
t 値
　***p ＜.001，**p ＜.01，*p ＜.05  
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位置づけられる能力の有無を見た。その結果は，平均年数 4.95 年，SD＝ 10.39
であった。  
また，居場所のあるものと居場所のないものの平均値の差を比較した。そ
の結果は， t＝ .132 であり有意差はみられなかった。また，居場所のあるも
のは平均年数 4.98 年，SD＝ 10.45 であり，居場所のないものは平均年数 4.63










ある。結果は表 8 に示したが，ｒ＝ .4 以上の相関関係がみられたものは次の
とおりであった。  
先ず，「アイデンティティの確立」尺度との間では，「アイデンティティの
基礎（ｒ＝ .407）」「自己洞察（ｒ＝ .531）」「自己動機づけ（ｒ＝ .506）」「自
己コントロール（ｒ＝ .535）」「対人コントロール（ｒ＝ .440）」「状況洞察（ｒ
＝ .577）」「リーダーシップ（ｒ＝ .517）」「状況コントロール（ｒ＝ .581）」で
ｒ＝ .4 以上の相関関係がみられた。  
次に，「アイデンティティの基礎」尺度とは，「アイデンティティの確立（ｒ




































　受容される居場所（現実） .353 ** .337 **
　1人になれる居場所（現実） -.188 * -.310 **
　成長できる居場所（現実） .308 ** .284 **
　安心できる居場所（現実） .092 .048
　受容される居場所（理想） .183 * .097
　1人になれる居場所（理想） -.076 -.265 **
　成長できる居場所（理想） .287 ** .124
　安心できる居場所（理想） -.053 -.122
EQS
　自己洞察 .531 ** .342 **
　自己動機づけ .506 ** .227 **
　自己コントロール .535 ** .256 **
　共感性 .387 ** .163 *
　愛他心 .166 * -.042
　対人コントロール .440 ** .400 **
　状況洞察 .577 ** .374 **
　リーダーシップ .517 ** .375 **
　状況コントロール .581 ** .488 **
時間的連続性尺度








場所（理想）のみが分析対象である。結果は表 9 に示したが，ｒ＝ .4 以上の
相関関係がみられたものは次のとおりであった。  
先ず，「アイデンティティの確立」尺度との間においては，「成長できる居
場所（ｒ＝ .429）」「安心できる居場所（ｒ＝ - .634）」「自己コントロール（ｒ
＝ .422）」「対人コントロール（ｒ＝ .455）」「状況洞察（ｒ＝ .431）」「リーダ
ーシップ（ｒ＝ .558）」「状況コントロール（ｒ＝ .429）」でｒ＝ .4 以上の相
関関係がみられた。  
次に，「アイデンティティの基礎」尺度との間では，「対人コントロール（ｒ

































































は表 10 に示した。  
  先ず，それぞれの居場所との関係では，「受容される居場所（ t（ 186）＝
2.821，p＜ .01）」が 1％水準で有意であり，「成長できる居場所（ t（ 186）＝
2.051， p＜ .05）」が 5％水準で有意であった。  
次に，情動知能との関係では，「対人コントロール（ t（ 186）＝ -2.134，p
＜ .05）」「状況コントロール（ t（ 186）＝ 2.389，p＜ .05）」が 5％水準で有意
であった。  
















































































は表 12 に示した。  
 先ず，居場所との関係では，「 1 人になれる居場所（ t（ 186）＝ -3.079，p
＜ .01）」が 1％水準で有意であり，「受容される居場所（ t（ 186）＝ 2.292，p
＜ .05）」が 5％水準で有意であった。  
次に，情動知能との関係は，「状況コントロール（ t（ 186）＝ 3.349，p＜ .001）」
が 0.1％水準で有意であり，「愛他心（ t（ 186）＝ -2.006，p＜ .05）」「対人コ













































































の結果を図 1 に示した。χ 2 乗値（χ 2（ 4）＝ 0.204，p＞ .05）は有意水準に









































数 値 は，標 準 化 係 数 と重 相 関 係 数 の平 方 である。 
 









































































第５章  総合考察  
 
第１節  本研究のまとめ  



































































































































調査においては，有効回答者数は 203 名（男性 59 名，女性 144 名：平均
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１． 1 2 3 4
２． 1 2 3 4
３． 1 2 3 4
４． 1 2 3 4
５． 1 2 3 4
６． 1 2 3 4
７． 1 2 3 4
８． 1 2 3 4
９． 1 2 3 4
10． 1 2 3 4
11． 1 2 3 4
12． 1 2 3 4

































































14． 1 2 3 4
15． 1 2 3 4
16． 1 2 3 4
17． 1 2 3 4
18． 1 2 3 4
19． 1 2 3 4

































































１． 1 2 3 4 5
２． 1 2 3 4 5
３． 1 2 3 4 5
４． 1 2 3 4 5
５． 1 2 3 4 5
６． 1 2 3 4 5
７． 1 2 3 4 5



























































９． 1 2 3 4 5
10． 1 2 3 4 5
11． 1 2 3 4 5
12． 1 2 3 4 5
13． 1 2 3 4 5
14． 1 2 3 4 5
15． 1 2 3 4 5
16． 1 2 3 4 5
17． 1 2 3 4 5
18． 1 2 3 4 5
19． 1 2 3 4 5
20． 1 2 3 4 5
21． 1 2 3 4 5



























































１． 1 2 3 4 5
２． 1 2 3 4 5
３． 1 2 3 4 5
４． 1 2 3 4 5
５． 1 2 3 4 5
６． 1 2 3 4 5
７． 1 2 3 4 5
８． 1 2 3 4 5
９． 1 2 3 4 5
10． 1 2 3 4 5
11． 1 2 3 4 5
12． 1 2 3 4 5
13． 1 2 3 4 5
14． 1 2 3 4 5
15． 1 2 3 4 5































































17． 1 2 3 4 5
18． 1 2 3 4 5
19． 1 2 3 4 5
20． 1 2 3 4 5
21． 1 2 3 4 5
22． 1 2 3 4 5
規則がない。
人の干渉を受けない。
人と関わらなくてもよい。
自分のことを本気で叱ってくれる。
何も批判がましいことを言われない。
常に緊張している。
